
環
境
美
化
に
奉
仕

新
緑
働
加
賀
路
を
行
く

般
若
改
善
セ
ン
タ
ー
と

頼
成
い
か
る
ぎ
館
で

五
月
八

日
、
般
老

連
の
奉
仕

活
動
と
し

て
般
若
農

村
改
善
セ

ン
タ
ー
の

美
化
奉
仕

活
動
が
行

わ
れ
ま
し

た
。当

会
の

役
員
さ
ん

方
も
参

加
、
朝
七

時
半
か
ら

草
苅
機
な
ど
の
用
具
を
持
参
し
、
セ

ン
タ
ー
内
外
を
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ

い
に
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
五
月
十

五
日
に
は
頼
成
い
か
る
ぎ
館
の
花
壇
の
植
え
替
え
作
業

が
行
わ
れ
、
朝
八
時
か
ら
子
供
さ
ん
方
も
交
え
た
多
く

の
地
区
民
と
と
も
に
当
会
の
役
員
さ
ん
方
も
参
加
し
て

作
業
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。

亀
鰤繁

１

・麟

磋
枡
≪
纏
鍮
瘍
趙
蟻
憔
簸
籍

光
寿
会
恒
例
の
日
帰
り
旅
行
が
、
新
緑
の
映
え
る
五
月
二

十
五
日
行
わ
れ
三
十
九
名
の
会
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
獅
子
吼
高
原

へ
。
パ
ー
ク
の
中
の
資
料
館
に
は
大

小
様
々
の
獅
子
頭
が
陳
列
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
中
で
も
夫

な

静

の

・つ

六

人
の
口
の
赦
え
子
数
多
子
に
替
た
ず

林
　
春
月
子

婦
獅
子

の
巨
大

な
頭
は

見
事
で

し
た
。

お
昼

と
入
浴

は
辰
ロ

温
泉
の

た
が
わ

龍
泉
閣

で
。

男
女
混
浴
、
す
ぐ
そ
ば
に
は
田
植

え
を
し
た
ば
か
り
の
水
田
が
あ
る

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
露
天
風
呂
で

ゆ
つ
た
り
と
し
た
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

帰
途
、
北
陸
高
速
自
動
車
道
徳

光
Ｓ
Ａ
に
隣
接
す
る
車
遊
館
に
立

ち
寄

っ
て
お
土
産
な
ど
を
買
い
こ

み
、
六
時
前
全
員
無
事
頼
成
に
帰

り
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
好
天
と

幹
事
さ
ん
た
ち
の
お
世
話
で
楽
し

い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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検
査
広
報
の
マ
ス
コ
ツ
ト

知
ってお
け
ば
麦
心

講
習
予
備
検
査
あ
れ
こ
れ

◆
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

は
？

運
転
免
許
証
の
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
の
年
齢
が

七
十
五
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー

◆
受
け
る
時
期
は
？

運
転
免
許
証
の
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
の
六
月
前

か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。
講
習
予
備
検
査
と
高
齢
者
講
習

の
通
知
が
警
察
か
ら
届
き
ま
す
。

◆
ど
ん
な
検
査
？
（い
わ
ゆ
る
ボ
ケ
の
検
査
で
す
）

三
種
類
あ
り
ま
す

①
　
検
査
時
に
お
け
る
年
月
日
、
曜
日
及
び
時
間
を
回

答
し
ま
す
。

②
　
左
の
よ
う
な
絵
を
記
憶
し
、
採
点
に
は
関
係
し
な

い
課
題
を
行
っ
た
後
、
記

憶
し
て
い
る
絵
を
思
い
出

し
て
ヒ
ン
ト
な
し
に
回
答

し
ま
す
。
さ
ら
に
ヒ
ン
ト

を
も
と
に
回
答
し
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
の
パ
ネ
ル
は
四

枚
で
計
十
六
の
絵
が
示
さ
れ
ま
す
。

③
　
時
計
の
文
字
盤
を
描
き
、
さ
ら
に
、
そ
の
文
字
盤

に
指
定
さ
れ
た
時
刻
を
表
す
針
を
描
き
ま
す
。

◆
検
査
の
結
果
は
？

検
査
結
果
は
、
そ
の
場
で
左
の
よ
う
な
書
面
で
知
ら

さ
れ
ま
す
。
総
合
点
が
三

十
六
点
以
上
は
認
知
症
の

お
そ
れ
あ
り
、
零
点
か
ら

三
十
五
点
ま
で
は
要
注

意
、
零
点
以
下
マ
イ
ナ
ス

点
は
心
配
な
し
と
判
定
さ

れ
ま
す
。

◆
結
果
が
悪
い
場
合
の
免
許
更
新
は
？

「判
断
力
が
低
く
な
っ
て
い
る
」
と
の
結
果
で
あ
っ
て

も
、
免
許
証
の
更
新
は
で
き
ま
す
が
、
信
号
無
視
や

一

時
不
停
止
な
ど
の
交
通
違
反
を
更
新
前
に
行
っ
て
い
た

場
合
は
、
警
察
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
専
門
医
の
診
断
を

受
け
て
診
断
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
認
知

症
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
免
許
が
取
り
消

さ
れ
ま
す
。

◆
費
用
は
？
　
講
習
と
合
わ
せ
て
六
千
円
で
す
。

爵

回

目

国

後
期
高
齢
者
に
人
間
ド
ツ
ク
費
用
の
助
成

●
対
象
者

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方

●
申
請
方
法

事
前
に
、
助
成
の
対
象
と
な
る
医
療
機
関
で
人
間

ド
ッ
ク
の
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
助
成
費
用
　
費
用
の
２
分
の
１

（た
だ
し
、
１
５
，

篇嚇鮮奄L塾
°鶯MFは判電1

墨lう,I,fモ討臀に      妙顆匿 曇|

:曇も膚ヂ璽鴛套會俗塁奮虜R踏鋒暴整貫雰星縫套選            |■てから京で亡くなるまで

えます。
午後は阿弥陀経の読誦と無量寿経の書写第二日、苦 

』

鰤絋電漁躙目目隔蜃轟||悩する王妃のもとへ釈尊が目蓮等の弟子を従えて出向
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1   次回は 6月 15日 (水曜 日)です。              |
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ペタ
ン
ク
県
予
選

五
月
二
十
九
日
庄
川
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
富
山
県
予
選

に
、
当
会
か
ら
頼
成
Ａ
森

喜
興
志
・
八
日
政
夫
・
林
博
）、

頼
成
Ｂ
（林
孝
雄
。
開
田
道
雄

・
八
田
茂
興
）
の
ニ
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。
雨
の
悪

条
件
の
中
で
県
内
各
地
か

ら
百
六
十
五
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
光
寿
会
の
ニ
チ

ー
ム
も
善
戦
し
ま
し
た

が
、
惜
し
く
も
予
選
で
敗

退
し
ま
し
た
。

弔

事

五
月
三
日

島

　

秀
男
　
様

享
年
　
数
え
年
六
十
六
歳

五
月
八
日

八
日

駿

一
　

様

享
年

　

数
え
年
九
十
歳

心
よ
り
ご
冥
福
を

光
寿
会
か
ら
ニチ
‐
ム

スポ
レ
ク全
国
大
会
・

０
０
０
円
を
上
限
と
し
ま

す
）
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
先

砺
波
市
役
所
市
民
課
国

保
年
金
係

（内
線
１
３
８
）
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般若公民館・般若高齢者学級共催
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